
西 淀 支 全 第 110 号 

令 和 ２ 年 9 月２3 日 

保 護 者 様 

大阪府立西淀川支援学校 

校   長  大 角  正 弘 

 

 

新型コロナウイルス感染症の対応について 

変更点のお知らせ 

 

 仲秋の候、保護者の皆様におかれましてはますますご清栄のことと存じます。日頃は本校教育活動にご理解ご協

力をいただきありがとうございます。 

大阪府教育庁から「府立学校における新型コロナウイルス感染症対策マニュアル ver.2」が出ました。そこで、現

在の新型コロナウイルス感染症の感染状態をふまえ、長期的な対応として取り組めるよう１学期より行って参りま

した本校のコロナ対策の内容を下記のとおり、令和２年９月２８日（月）より変更致しますのでご報告します。 

 

記 

 

＜変更点＞ 

・トイレ介助 

ビニール手袋は着用せずに代替手段として、トイレ介助前後に流水での手洗いを徹底する。 

 

・給食での摂食 

 基本的には現行通り（フェイスシールド、ビニール手袋着用）であるが、教員の途中交代を認める。 

但し、交代する教員は新しいエプロン、フェイスシールド、ビニール手袋を着用する。 

 

・水分補給時 

ビニール手袋は着用せずに代替手段として、介助前後に流水での手洗いを徹底する。 

但し、分泌物の多い児童生徒に関しては、ビニール手袋及びフェイスシールドを着用する。 

 

・通学バスへの教員の乗り込み 

 現行２名までと制限しているが、人数制限を行わない。（バス内に１５分以上滞在することがほとんどないため） 

 

・エレベーター同乗の人数 

 現行２組までとしているが、最大４組までとする。エレベーター内では、しゃべらないことを徹底する。 

 

※ 上記以外に関しては現行通り取り組んで参ります。 

※ 使い捨てビニール手袋に関しましては、PTA 様よりのご寄付分と学校で購入した物が終了しましたら、保護者

の皆様にご準備頂くことになりますのでよろしくお願い申し上げます。 


